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(続) Haskell で
Web サーバーを
実装してみました

IIJ イノベーションインスティテュート

山本和彦
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Functional language
↓

関数型言語
↓
数学
↓
恐い
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Functional
↓

実用的

Functional language
↓

実用的言語
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もし Haskell で
世界最速の Web サーバーを

実装できたら
↓

Haskell = 実用的
と言っていいかな？
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Mighttpd の歴史
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なぜ Web サーバーを実装したのか？
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3つのゴール
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性能を出す2つのアイディア
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HTTP とスレッド



10

ユーザースレッドは本当のスレッド
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1,024 コネクションの壁
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Prefork ライブラリ
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Mighttpd の実装
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ベンチマーク環境
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ベンチマークの結果

           ベンチマークは不安定なので、あまり信用しないで下さい
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Mighttpd 1 と 2 の間
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Haskellers Meeting 2010 Spring
      Simon Peyton Jones さんが東京にやってきた
           2010年4月16日

 
      発表
           Haskell で Web サーバーを実装してみました
                http://www.mew.org/~kazu/material/2010-mighttpd.pdf

      これをきっかけに Parallel Haskell Project に参加
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GHC 7 のテスト
      GHC 7.0.1 の IO マネージャーは不安定だった
           僕と well-typed が6つのバグを見付け
           GHC HQ と well-typed が直した
      バグ
           Mac でデーモン化すると kqueue ソケットがなくなる
                http://hackage.haskell.org/trac/ghc/ticket/4449

           シグナルを待てない
                http://hackage.haskell.org/trac/ghc/ticket/4504

           イベントログが変
                http://hackage.haskell.org/trac/ghc/ticket/4512

           IO マネージャーがデッドロックに陥る可能性がある
                http://hackage.haskell.org/trac/ghc/ticket/4514

           getContents の挙動が変
                http://hackage.haskell.org/trac/ghc/ticket/4895

           hsc2hs は Mac でうまく動かない
                http://hackage.haskell.org/trac/ghc/ticket/4852

      GHC 7.0.2 以降、IO マネージャーは安定した
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Web Application Interface
      Yesod と HappStack の API
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Web Application Interface の採用
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Warp の性能

     http://www.yesodweb.com/blog/2011/03/preliminary-warp-cross-language-benchmarks

      Warp
           HTTP ロジックなし
           HTTP 要求を解析し HTTP 応答を返すだけ
           Last-Modified: などは処理しない
           ファイルは操作しない
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httperf Ping-Pong ベンチマーク

     httperf --hog --num-conns 1000 --num-calls 1000
      --burst-length 20 --rate 1000 --server localhost
      --port 3000 --uri /
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Warp と mighttpd 2
      僕の環境でのベンチマーク
           ホスト
                Intel(R) Xeon(R) CPU L5520  @ 2.27GHz  x 8,  4 コア/CPU  (32 コア)
                24G メモリ
                Ubuntu 10.04, KVM 0.12.3

           ゲスト
                4 コア
                1G メモリ
                Ubuntu 10.10

      Warp (メモリのみ)
           23928.1 req/s, 1 コア, ロッギングなし
           81701.0 req/s (先ほどの値)

      Mighttpd 2 (静的ファイル)
           4229.7 req/s, 1 コア, ロッギングなし
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チューニング



25

システムコール

もちろんすべてノンブロッキングで！
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1コア上でのベンチマーク
      nginx
           22713.3 req/s, 1 コア, ロギングなし
      Warp (メモリーのみ)
           23928.1 req/s, 1 コア, ロギングなし
      mighttpd2 (静的ファイル)
           21601.6 req/s, 1 コア, ロギングなし
           4229.7 req/s, 1 コア, ロギングなし, チューニング前



27

マルチコアでのスケールさせる
      IO マネージャーは単一のカーネルスレッド
           +RTS -Nx としても、マルチコアではスケールしない
           +RTS -Nx は forkProcess と一緒には使えない
           再び Prefork を導入した
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3コア上でのベンチマーク
      nginx, ワーカー3つ
           30471.2 req/s, 3 コア, ロギングなし
           22713.3 req/s, 1 コア, ロギングなし
      mighttpd2, ワーカー3つ
           61309.0 req/s, 3 コア, ロギングなし
           21601.6 req/s, 1 コア, ロギングなし
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ロギング ～最大のボトルネック～
      思いつく限りのアイディアを試した

      一番単純な実装が一番速かった orz
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ロギングありのベンチマーク
      nginx, ワーカー3つ
           25035.2 req/s, 3 コア, ロギングあり
           30471.2 req/s, 3 コア, ロギングなし
      mighttpd2, ワーカー3つ
           31101.5 req/s, 3 コア, ロギングあり
           61309.0 req/s, 3 コア, ロギングなし
      ロギングに改良の余地あり？
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スタート Mighttpd

% cabal install mighttpd2

http://mew.org/~kazu/proj/mighttpd/
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最後に宣伝
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函数プログラミングの集い

Clojure, Erlang, F#,
Haskell, OCaml, Scala

2011年9月17日(土)

会場はここです


